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廃止　　    休止 　　   目的絞込み 　　   目的拡充 事業統廃合 　　   事業のやり方改善 予算削減　 　   予算増大 現状維持（従来通りで特に改革改善をしない）

【具体的な改善案】

令和5 令和6 05 01

休日夜間急患診療所運営事業 健康福祉部　健康増進課　地域医療係

2 「笑顔づくり」～安心と元気アップ！～ 7 地域医療体制の充実

5

患者数 人 5,122

（うち真岡市民の数） 人 3,521

真岡市民の割合 ％ 68.7

市民が休日・夜間の急病に対して安心して受診できるよう、初期救急医療機関の運営を行う。

診療時間　休日昼間（日曜日・祝日・年末年始） 9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13：00～17：00
　　　　　休日夜間（日曜日・祝日・年末年始）18：00～21：00
　　　　　平日夜間（月曜日～土曜日）　　　　18：30～21：30

休日夜間急患診療所を運営することにより、市民が休日及び夜間に安心して診療を受けられる環境を整えることができた。
令和5年度は5月8日にコロナが感染症法上5類に位置付けられるまでは、発熱外来を実施し日曜・祝日に検査を実施した。その後は診察の一環で医師の判断のもと検
査を行った。
運営にあたっては、特別会計として、平成30年度末に廃止となった芳賀地区急患センターからの繰越金を含めてまかなってきたが、令和3年度以降は繰越金が
なくなったことから、一般会計からの繰入れを行っている。令和5年度に一般会計からの繰入れ基準を定め、令和6年度から基準に基づき繰入を行うこととし
た。令和5年度については患者数増加による診療収入増加等により一般会計からの繰入れは行わなかった。
休日夜間診療所の会計年度任用職員の再任用期間が令和6年度で終了となるため、令和7年度からの運営体制について令和6年度中に決定する必要がある。

休日夜間急患診療所における患者数
　R3　2,929人（内、真岡市民1,907人　利用割合65.1％）
　R4　3,553人（内、真岡市民2,323人　利用割合65.4％）
　R5　5,122人（内、真岡市民3,521人　利用割合68.7％）

5

■

休日夜間診療所の会計年度任用職員の再任用期間が令和6年度で終了となるため、令和7年度からの運営体制について令和6年度中に決定する必要がある。


